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　3 病院における実習プログラムは、平成 28 年度を表


















は 6月 27 日月曜日から 7月 1日金曜日の午後までそれ
ぞれの実習地に滞在したが、29 年度は実習学生全員が








































入棟審査に同行 カンファレンス参加 病棟での転棟準備見学 訪問診療同行


































































































































































































































































































































































































































































なり、1 教育機関で 20 名程度の学生しか地域看護の実
習ができない状況になってしまった。医療機関で看護
師として働く場合においても、入院してくる患者がど
のような生活を送っていたかを理解し、退院後の健康
管理、療養支援に必要なシステムと多職種連携の知識
を持つことは必須となる。この実習においても、われ
われの領域の実習を選択した学生 14名のみが経験でき
た。今後は、老年看護学実習、在宅看護学実習といっ
た全員が履修する科目での実習内容の考慮が必要と考
える。
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